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特別損失の発生及び有価証券の売却と 

これらに伴う業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は 2007 年 12 月期の決算において、連結子会社であるＭＯＤＥＣ Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ 

（Ｌａｎｇｓａ） Ｐｔｅ Ｌｔｄ．（ＭＰＬ社）による投資につき、下記のとおり償却する方針

を決定しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の発生について 

当社グループが権益を保有する唯一のプロジェクトであるインドネシアのＬａｎｇｓａ

油田では、日量 1千～２千バレルの安定した原油生産が続いております。しかしながら、当

初予定していた新規油井の開発が進んでおらず、今後の原油生産拡大に対する見通しが不確

実な状況となっていることから、当社グループはＭＰＬ社が持分に応じて負担した同鉱区で

の原油生産事業に対する投資を平成 19 年 12 月期に償却する方針といたしました。この処理

に伴って発生する連結決算上の特別損失は約 25 億円となる見込みです。 

なお、ＭＰＬ社に対する貸倒引当金を計上することにより、当社の単独決算上の特別損失

額は約 22 億円となる見込みです。 

当社は業績が順調に拡大している浮体式海洋石油・ガス生産設備事業に注力し、引き続き

この分野における世界的なリーディングカンパニーとして事業の拡大に努めてまいります。 

 

２．有価証券の売却について 

当社は上記の特別損失に充当するため、保有している有価証券の一部を売却する方針です。

有価証券の売却による特別利益は連結・単体共約７億円を見込んでおります。 

 

３．平成 19 年 12 月期業績予想の修正（平成 19 年 1 月 1日～平成 19 年 12 月 31 日） 

上記の処理を実施することに伴い、平成 19 年２月 14 日に開示した通期業績予想を次のと

おり修正いたします。 



（１）連結業績予想： 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 110,000 － 6,400 4,200 112 円 28 銭

今回発表予想（Ｂ） 130,000 － 6,800 3,800 101 円 58 銭

増減額（Ｂ－Ａ） 20,000 － 400 △400 －

増減率（％） 18.2 － 6.3 △9.5 －

（ご参考）前年実績 99,149 3,494 4,664 3,305 88 円 37 銭

 

（２）単体業績予想： 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 33,000 － 2,500 1,400 37 円 43 銭

今回発表予想（Ｂ） 50,000 － 3,900 1,200 32 円 08 銭

増減額（Ｂ－Ａ） 17,000 － 1,400 △200 －

増減率（％） 51.5 － 56.0 △14.3 －

（ご参考）前年実績 28,924 2,758 3,373 2,255 60 円 31 銭

 

（注）当社グループは海外での事業を中心としており、資金の決済は大半が外貨建てで行

われております。決算上は、外貨建ての資産・負債や収益・費用を円貨に換算する際に営

業外損益との入繰りが発生するため、営業利益の予想が難しい状況にあります。従って、

現時点では営業利益の予想を開示しておりませんが、期末の円貨換算レートが確定する平

成 20年 1月を目処に予想営業利益の開示を行う予定であります。 

 

以 上 

 


